
専門用語

成果

遮断強度の計測は手間がかかる
　森林に雨が降ると、その一部は地面まで到達すること
なく蒸発して大気に戻ります。この遮断蒸発は降雨の1
～ 3割にも相当するほど多く、森林の水循環に重要な役
割を果たしていますが、その発生メカニズムについては
不明な点が多く残されていました。その理由として、1時
間ごとの短い時間間隔での計測事例が極めて少なく、降
雨中の遮断強度の実態が不明であったことが挙げられま
す。遮断蒸発量は、降雨量、地面まで到達する樹冠通過
雨量、ならびに幹の表面を流下する樹幹流量をそれぞれ
個別に計測し、これらの３つの要素の収支に基づいて算
出されます（図1）。遮断強度を正確に計測するためには、
３つの要素を同時に、短い時間間隔で測定しなければな
りません。このことが遮断強度の実測を実現するための
大きなハードルとなっていました。

遮断強度は降雨の継続とともに減少する
　そこで、私たちは転倒マス型流量計を用いて従来より
も詳細に遮断蒸発を計測する技術を開発し、スギ壮齢林
を対象として1時間ごとの測定を3年間にわたって行いま
した。その結果、遮断強度は降雨の初期に大きく、降雨
の継続とともに減少する傾向を示しました（図２）。合計
21の降雨について前半と後半の遮断量を検討すると、前
半の遮断量は遮断蒸発量の9割以上に相当することが分か
りました（図3）。これらの傾向は、降雨開始時に乾燥し
ていた葉および樹皮が降雨の継続とともに徐々に濡れて
ゆく、すなわち雨水を貯留する過程を反映していると考
えると矛盾無く説明することが可能です。

雨水貯留量の7割以上が樹皮によるもの
　次に、同じ森林から採取した葉と樹皮を用いて浸水実
験を行いました。その結果、葉と樹皮に貯留される雨水
貯留量は遮断蒸発量とほぼ一致し、遮断蒸発量の大部分

が雨水貯留量であることが判明しました。さらに、雨水
貯留量の7割以上が樹皮によるものです。これらのこと
は、降雨中に遮断蒸発が生じるのではなく、多くはスギ
の樹体に付着し貯留されてしまい、降雨後に蒸発してい
ることを示しています。
　この研究は、これまで考えられていた以上に遮断蒸発
がスギの樹皮による雨水貯留によって支配されているこ
とを明らかにした画期的なものです。この知見は、スギ
のように樹皮が厚い針葉樹の遮断蒸発を正確に予測する
ためのモデルを作成する場合に役立ちます。ただし、広
葉樹は針葉樹と比べて樹皮は薄いことが多く、葉の形も
異なるため、広葉樹の遮断蒸発は樹皮以外の要因に影響
を受ける可能性があります。

研究資金と課題
　本研究の一部は、農林水産省委託プロジェクト研究「農
林業に係る気候変動の環境評価委託事業」のうち「森林
流域からの水資源供給量に関わる気候変動の影響評価」
による成果です。
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森林に降った雨の一部は地面まで到達せずに遮断蒸発します。遮断蒸発量は雨が降っている間の蒸発
量と葉および樹皮に貯留される雨水の量の合計ですが、これらの測定例は少なく、遮断蒸発の詳細な
メカニズムは不明のままでした。そこで、時間間隔を短くしてスギ林の遮断強度を1時間ごとに調べ
ました。その結果、遮断強度は降雨の継続とともに減少し、降雨前半の遮断量が遮断蒸発量の大半を
占めることが分かりました。このことは降雨中の蒸発量よりも、葉と樹皮の雨水貯留量が遮断蒸発に
重要であることを示唆します。そして、浸水実験により雨水貯留量の7割以上が樹皮によることも明
らかとなりました。この成果は遮断蒸発量の高精度の予測に役立ちます。

スギ林の遮断蒸発の鍵を握る樹皮の雨水貯留
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遮断蒸発：森林に降った雨が樹木に遮られて、地面
に到達せずに蒸発する現象。
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図3．21の降雨で計測された降雨前半と後半の遮断過程の違い
降雨前半と後半で降雨量に大きな差が無いにも関わらず、遮断量の9割以上が降雨前半に生じてい
ることが分かりました。乾燥していた葉と樹皮が雨水で濡れ、雨水を貯留する様子を反映している
ものと考えられます。すなわち、降雨後半では、前半の雨ですでに雨水を貯留しているので、遮断
量は小さくなります。

図2．実測された降雨と遮断強度の変化
遮断強度は降雨開始直後に大きいですが、降雨の継続とともに減少する傾向を示しました。一旦雨
がやんだ後、再び降りだした直後に遮断強度は一時的に大きくなりますが、すぐに減少傾向を示し
ています。

図１．スギ壮齢林分における遮断蒸発の計測
樋で樹冠通過雨を、幹に巻きつけた青色のウレタンマットで樹幹流を集水し、転倒マス型流量計で
強度を計測します。転倒マス型流量計は高強度の流量を過小評価するため、その補正技術を用いて
います。降雨量から樹冠通過雨量と樹幹流量を差し引いたものが遮断蒸発量になります。
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